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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 平成 21 年 11 月 9 日の決算発表時に公表いたしました平成 22 年 9 月期第２四半期累計期間（平成 21

年 10 月１日～平成 22 年 3 月 31 日）および通期（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）業績予

想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．連結業績予想の修正 

 

(1)第 2 四半期連結累計期間（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,850 550 450 500 

今回修正予想（Ｂ） 10,300 150 100 200 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,550 △400 △350 △300 

増 減 率（％） △19.8 △72.7 △77.8 △60.0 

（ご参考） 
前第 2 四半期連結累計期間 
（平成 21 年 9 月期）実績 

5,745 △1,574 △1,695 △1,793 

 

 

(2)通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 9 月 30 日）  

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 24,400 350 150 150 

今回修正予想（Ｂ） 21,000 250 150 150 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,400 △100 0 0 

増 減 率（％） △13.9 △28.6 0 0 

（ご参考） 
前期（平成 21 年 9 月期）実績 

18,682 △675 △872 △2,011 

 

 

   



 

２．個別業績予想の修正 

 

(1)第 2 四半期累計期間（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 11,750 500 400 450 

今回修正予想（Ｂ） 9,500 280 250 350 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,250 △220 △150 △100 

増 減 率（％） △19.1 △44.0 △37.5 △22.2 

 

 

(2)通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 9 月 30 日）  

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 22,300 300 100 100 

今回修正予想（Ｂ） 19,200 250 200 250 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,100 △50 100 150 

増 減 率（％） △13.9 △16.7 100.0 150.0 

（ご参考） 
前期（平成 21 年 9 月期）実績 

17,254 △451 △493 △1,765 

 

３．修正理由 

   

当社グループにおいては、第10世代用フォトマスクの売上げが昨年12月で立ち上げ需要が一巡

したことに加え、第２四半期以降、主要顧客の年度末調整等の影響から大型フォトマスクの受注

が大きく減少いたしました。 

また、従来、この時期はパネル生産の調整期にあたり、パネルメーカー各社の稼働率は低下し、

その際には開発用マスクの需要が高まるところ、今回は、パネルメーカー各社がほぼ生産フル稼

働を継続したことから第８世代以下のフォトマスク需要も想定以上に減少いたしました。 

さらに、第８世代以下のフォトマスク市場で、ウォン安を背景に、韓国の競合メーカーの攻勢

によりシェアの低下を招きました。加えて、３月４日に発生した台湾の高雄でのM6.4の地震の影

響により、台南の当社連結子会社である頂正科技では、生産設備の一部に支障が生じ、現在復旧

作業を行っているところであります。このような状況から現時点では、売上が当初計画に達しな

いことが予想されるため、上記のとおり業績予想の修正を行うものであります。 

今回の売上高の修正に伴い、損益面につきましては悪化するものの、引き続きコスト削減策を

実施していることにより、売上高の減少幅と比較し、若干緩和される見込みであります。 

  

通期業績予想につきましては、液晶パネル業界におけるフォトマスクの需給環境は不透明感が

拭えないため、売上高は当初計画より下回る見込みとなります。ただ、第３四半期以降も第10世

代用フォトマスクの機種開発需要もある程度見込んでおり、また第８世代以下のフォトマスクに

ついても、シェアの奪還ならびに新規顧客への拡販に注力してまいります。 

したがって、損益面につきましては、引き続きコスト削減に注力し、且つ高い歩留まり率を維

持することに加え、予算計上している研究開発、設備投資の一部見直し等を行うことにより、一

部上方修正となります。 

なお、期末配当につきましては前回発表通りの 800 円を予定いたしております。  
 

※ 将来の事象に関わる記述に関する注意 

業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後起こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


